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第５次市民自治推進会議 委員名簿 

 

※ 学識経験者：令和５年（２０２３年）７月１３日委嘱、市民委員：令和５年（２０２３年)１１月２日委嘱    

（座長以外五十音順、敬称略）      

氏    名 所  属  等 

鈴木
すずき

  克
かつ

典
のり

（座長） 北星学園大学経済学部 教授 

大村
おおむら

  莉乃
り の

 公募委員 

梶井
か じ い

  祥子
しょうこ

 札幌大谷大学社会学部 教授 

片山
かたやま

  めぐみ 札幌市立大学デザイン学部 准教授 

野田
の だ

  遊
ゆう

 同志社大学政策学部 教授 

三上
みかみ

  真
まさ

広
ひろ

 公募委員 

山崎
やまざき

  幹
みき

根
ね

 北海道大学公共政策大学院 教授 

（令和７年３月２４日現在）    
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第５次市民自治推進会議 開催状況 

  

回 数 開 催 日 議      題 

第１回 令和５年８月１８日（金） 

・座長の選出および諮問 

・第５次市民自治推進会議について 

・札幌市の市民参加に関する主な取組状況（市政への参加） 

・より的確な市民意向の把握や市民意見を市政に反映する仕組み 

第２回 令和５年１１月２日（木） 
・市民参加の概念図 

・市民参加やニーズなどの現状の把握方法 

第３回 令和６年２月１日（木） 
・「仕組み」におけるツールの位置付けについて 

・市政に関する具体的なテーマを用いた手法の検討について 

第４回 令和６年３月２７日（水） 
・今後活用可能な市のツールについて 

・成人の日行事を題材とした実験について 

第５回 令和６年５月２９日（水） 
・成人の日行事をモデルとした実験のねらいについて 

・現状の市民参加の手法について 

第６回 令和６年８月７日（水） 
・成人の日行事に関するアンケート調査結果の概要等について 

・成人の日行事のあり方に関する議論の方針等について 

第７回 令和６年９月２６日（木） 
・未来の成人式を考える市民会議の内容（案）について 

・新たな市民参加手法などの運用ルールの検討について 

第８回 令和６年１２月３日（火） 

・未来の成人式を考える市民会議の開催結果（概要）について 

・第2回未来の成人式を考えるアンケートの実施について 

・（仮称）情報共有と市民参加の推進のためのガイドラインについて 

第９回 令和７年２月３日（月） 
・第２回未来の成人式を考えるアンケート調査結果について 

・これまでの議論を踏まえた仕組みの検討について 

第１０回 令和７年３月２４日（月） ・新たな市民参加の仕組みに係る答申案について 
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各種調査等の実施状況 

 

１ 未来の成人式を考えるアンケート調査（第１回） 

実施期間 令和６年５月２２日～６月１４日 

調査対象 ①19歳の市民3,000人（令和７年1月開催の成人式の対象となる市民を無作為抽出） 

②市内大学生（北海道大学、札幌大谷大学、札幌市立大学、札幌北星大学） 

③札幌市公式 LINE、札幌市広報部 X、札幌広域圏スマートアプリの登録者、市公式

HPを見た方 

有効回答数 6,031件 

調査内容 成人の日行事（成人式）に関する意識調査 

URL https://www.city.sapporo.jp/shimin/jichi/sanka.html 

 

２ 未来の成人式を考える市民会議 

実施日 令和６年１０月２７日（第１回）、11月４日（第２回） 

参加人数 計82名 

内容 無作為抽出で選ばれた市民が、市や成人の日行事に携わる地域の方からの現状や課

題に関する情報提供を受け、論点について議論 

URL https://www.city.sapporo.jp/shimin/jichi/sanka/shiminkaigi.html 

 

３ 未来の成人式を考えるアンケート調査（第２回） 

実施期間 令和６年１２月２３日～令和７年１月１０日 

調査対象 ・19歳の市民3,000人（令和7年1月開催の成人式の対象となる市民を無作為抽出）

※第１回調査と同一の対象者に追加調査を実施 

有効回答数 189件 

調査内容 成人の日行事（成人式）に関する意識調査 

URL https://www.city.sapporo.jp//shimin/jichi/sanka/documents/2survey_report.pdf 
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１ 概要 

市長からの「より的確な市民意向の把握や市民意見を市政へ反映するための手

法などについて議論・検討を行い、市民参加による行政運営をより的確・効果的

に進める仕組みを提言すること」との提言を受けて、同会議では、 

①サイレントマジョリティや無関心層なども含めた市民意向の把握［現状把握］ 

②市民意見を市政へ反映するための手法［市民参加］ 

について議論をしていく予定。 

今後は市民委員を２名公募するほか、市民を交えたワークショップなどを適宜

開催するなど、どうしたら市政により多くの市民参加がなされ、市民参加による

的確・効果的な行政運営につながるのか市民目線で考えていく。 

 

２ 会議体について 

委員７名（学識経験者５名＋市民公募２名）で設置。 

梶井
かじい

 祥子
しょうこ

 札幌大谷大学社会学部 教授 

片山
かたやま

 めぐみ 札幌市立大学デザイン学部 准教授 

鈴木
すずき

 克
かつ

典
のり

 北星学園大学経済学部 教授 

野田
の だ

 遊
ゆう

 同志社大学政策学部 教授 

山崎
やまざき

 幹
みき

根
ね

 北海道大学公共政策大学院 教授 

 

３ スケジュール（予定） 

令和５年７月 13 日 第５次市民自治推進会議を設置 

８月 18 日 第１回会議は諮問を受けて行う。 

→市民委員の公募開始（10 月中旬～下旬予定） 

10 月   第２回会議 

12 月   第３回会議 

令和６年２月    第４回会議 

令和６年度     第５回～第 10 回（６回程度） 

令和７年５月    提言（報告書手交） 

第５次市民自治推進会議 会議資料                         （P５～76） 

【資料１】第５次市民自治推進会議について 
令和５年（2023 年）８月 18 日 

市民自治推進会議事務局 

（市民自治推進室） 
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○
参
加
で
特
典
ポ
イ
ン
ト
を
付
与

 

○
参
加
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
連
携

 

   市
民
参
加
を
高
め
る
た
め
の
主
な
意
見
の
中
で
共
通
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
手
軽
さ
」
や
「
ハ
ー
ド
ル
の

低
さ
」
の
ほ
か
、
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
活
用
」
、
「
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
」
で
あ

っ
た
。

 

   

自
治
基
本
条
例
に
基
づ
く
市
民
自
治
を
推
進
す
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
「
情
報
共
有
」
と

「
市
民
参
加
」
に
つ
い
て
、
市
民
は
時
代
に
合
っ
た
形
を
必
要
と
し
て
い
る
。
 

 

  

 

 

２
 
施
策
や
各
事
業
に
対
す
る
現
状
の
調
査
・
分
析
と
現
状
に
適
し
た
市
民
参
加
手
法
の
展
開

 

市
が
行
う
様
々
な
事
業
等
に
対
す
る
市
民
の
認
識
の
現
状
に
つ
い
て
、
横
軸
を
理
解
や
関
心
の
度
合
い
、
縦
軸

を
意
見
や
意
向
表
明
の
度
合
い
と
仮
定
す
る
。

 

本
来
、
各
層
（
第
１
～
４
象
限
：
①
～
④
）
に
適
し
た
市
民
参
加
手
法
は
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
状
市

民
認
識
の
把
握
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
市
民
参
加
手
法
の
使
い
分
け
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

 

例
え
ば
、
進
め
よ
う
と
す
る
事
業
等
に
つ
い
て
、
市
民
認
識
や
ニ
ー
ズ
な
ど
を
で
き
る
だ
け
正
確
に
把
握
し
て
、

最
適
な
市
民
参
加
手
法
を
用
い
る
な
ど
す
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
市
民
参
加
が
な
さ
れ
、
市
民
参
加
に
よ
る
的

確
・
効
果
的
な
行
政
運
営
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

 

    

 
※
座
標
軸
は
事
柄
に
よ
り
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る

 
高
い

 
意
見
や
意
向
表
明
の
度
合
い

 
 

 

 
②

 
①

 
 

低
い

 

理
解
や
関
心

の
度
合
い

  

③
 

④
 
高
い

 

理
解
や
関
心

の
度
合
い

 

  

 
意
見
や
意
向
表
明
の
度
合
い

 
 
低
い

 
 

   

 １
 
現
状
の
市
民
認
識
や
ニ
ー
ズ
な
ど
を
把
握
し
、

 

２
 
「
情
報
共
有
」
と
「
市
民
参
加
」
を
時
代
に
合
っ
た
形
で
行
い
、

 

３
 
施
策
・
事
業
を
実
施
し
て
い
く

 

 

 
 

高
い

 
意
見
や
意
向
表
明
の
度
合
い

 
 

 

 
②

 
①

 
 

低
い

 

理
解
や
関
心

の
度
合
い

  

③
 

④
 
高
い

 

理
解
や
関
心

の
度
合
い

 

 

 
意
見
や
意
向
表
明
の
度
合
い

 
 低
い

 
 

 

【
資
料
３
】
よ
り
的
確
な
市
民
意
向
の
把
握
や
市
民
意
見
を
市
政
に
反
映
す
る
仕
組
み
（
た
た
き
台
）

 

デ
ジ

タ
ル

技
術

を
活

用
し

た
住
民

投
票
に
変
わ
る
仕
組
み

 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
、
正
確
で
分

か
り
や
す
い
情
報
提
供

 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
、
興
味
や
関
心
を
高
め
る
情
報
提
供
や
気
軽
に
声

を
あ
げ
ら
れ
る
場
を
提
供

 

情
報
共
有

 
（
例
）
広
報
さ
っ
ぽ
ろ
、
Ｈ
Ｐ
掲
載
、
地
域
説
明
会
な
ど

 

市
民
参
加

 
（
例
）
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、
市
長
あ
て
メ
ー
ル
、
審
議
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

 

 

正
し
い
理
解
に
基
づ
く
声

を
上
げ
て
も
ら
う
た
め
に
、

正
確
な
情
報
提
供
が
必
要
と

考
え
ら
れ
る
層

 

関
心

を
持

っ
て

も
ら

う
た

め
の

分
か

り
や

す
い

情
報

提
供

や
意

識
醸

成
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
層

 

市
に
届
く
声
は
一
部
で
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
市
民

意
見
や
市
民
意
向
を
的
確
に
把
握
し
て
い
る
か
は

疑
問
が
あ
る
。

 

声
を

上
げ

て
も

ら
う

様
々

な
場

を
用

意
す

る
必

要
と

考
え

ら
れ

る
層

 

市
民
意
見
を
市
政
に
反
映
す
る

た
め
の
新
た
な
仕
組
み

 

〔 現  状 〕 〔 検 討 の イ メ ー ジ 〕  
イ メ ー ジ イ メ ー ジ 】  

令
和
５
年
（

2
0
2
3
年
）
８
月

1
8
日

 
 

市
民
自
治
推
進
会
議
事
務
局
（
市
民
自
治
推
進
室
）
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O

YE
S
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１
.
「
仕
組
み
」
に
お
け
る
ツ
ー
ル
の
位
置
付
け
に
つ
い
て

■
ツ
ー
ル
は
、
意
見
・
意
向
表
明
の
た
め
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
な
ど
の
意
味
に
お
い
て
は
有
効
な
手
段
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

■
目
的
に
よ
っ
て
は
、
事
前
に
必
要
な
情
報
提
供
・
情
報
共
有
を
行
っ
た
上
で
ツ
ー
ル
を
利
用
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑵
ツ
ー
ル
の
位
置
付
け

⑴
ツ
ー
ル
に
関
す
る
各
委
員
か
ら
の
ご
意
見

ツ
ー
ル
は
有
効
な
手
段
の
ひ
と
つ

目
的
に
合
わ
せ
て
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
組
み
合
わ
せ
る

②
何
ら
か
の
理
由
で

全
く
無
関
心
な
層
?

①
意
見
は
あ
る
が

表
明
し
な
い
層
?

●
「
意
見
・
意
向
表
明
の
た
め
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
」
「
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
大
ま
か
な
傾
向
を
つ
か
む
」
と
い
う
意
味
で
は
、
意
向
把

握
の
有
効
な
手
段
の
ひ
と
つ

●
一
方
で
、
政
策
全
体
の
理
解
を
過
度
に
単
純
化
し
て
し
ま
う
と
、

恣
意
的
、
作
為
的
に
も
な
り
か
ね
な
い
の
で
留
意
が
必
要

●
最
終
的
な
物
事
を
判
断
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
意
向
把
握
の
た
め

に
は
、
事
前
に
施
策
等
に
関
す
る
必
要
な
情
報
提
供
・
情
報
共
有
を

行
っ
た
上
で
ツ
ー
ル
を
利
用
す
る
べ
き

●
市
民
の
あ
ら
ゆ
る
層
か
ら
多
く
の
意
見
・
意
向
を
表
明
し
て
も
ら
う

に
は
、
目
的
に
応
じ
て
手
法
を
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

●
意
見
表
明
が
「
し
た
く
な
る
」
工
夫
が
必
要

●
サ
イ
レ
ン
ト
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
層
を
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
有
効
な
ア
プ

ロ
ー
チ
方
法
を
考
え
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か

個
人

地
域
・
団
体

不
特
定
多
数

ア
ン
ケ
ー
ト

説
明
会

意
見
交
換

オ
ン
ラ
イ
ン

の
利
用

“ツ
ー
ル
”

そ
の
他

施
策
、
計
画
、
事
業
な
ど
に
関
し
、
あ
ら
ゆ
る
層
の

意
見
・
意
向
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
指
す

［
今
後
活
用
が
可
能
な
市
の
ツ
ー
ル
］

［
今
後
活
用
が
可
能
な
市
の
ツ
ー
ル
］

●
さ
っ
ぽ
ろ
圏
ス
マ
ー
ト
ア
プ
リ

●
札
幌
市
公
式
LI
N
E

お
し
ら
せ
配
信
や
ア
ン

ケ
ー
ト
配
信
が
で
き
る
ア

プ
リ
。
ま
ち
な
か
を
歩
い

た
り
、
動
画
を
視
聴
し
て

も
ら
え
る
カ
ギ
を
使
用
し

て
、
ポ
イ
ン
ト
が
当
た
る

抽
選
に
も
参
加
で
き
る
。

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
お
知
ら

せ
情
報
、
災
害
時
な
ど
緊

急
の
情
報
を
配
信
。

LI
N
E上
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト

や
、
ア
ン
ケ
ー
ト
フ
ォ
ー

ム
の
ペ
ー
ジ
へ
の
誘
導
も

可
能
。

登
録
者
数

約
6千
人

登
録
者
数

約
18
万
人

令
和
6年
（
20
24
年
）
2月
1日
第
3回
第
5次
市
民
自
治
推
進
会
議

市
民
自
治
推
進
会
議
事
務
局
（
市
民
自
治
推
進
室
）
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・
記
念
の
イ
ベ
ン
ト
に
地
元
の

友
人
た
ち
と
参
加
し
て
一
緒

に
楽
し
み
た
い

・
式
典
そ
の
も
の
よ
り
も
ク
ラ
ス

会
の
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で
い
る

・
開
催
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に

運
営
業
務
を
一
部
担
う
必
要

・
会
場
費
等
の
費
用
負
担
が
増
大

・
新
成
人
や
地
域
の
思
い
を
尊

重
し
な
が
ら
開
催
を
支
援
し

た
い

行
政

新
成
人

地
域

・
高
齢
化
や
担
い
手
が
不
足

・
企
画
・
運
営
に
か
か
る
負
担
が

大
き
い

・
地
元
の
若
者
の
成
人
を
地
域

と
し
て
祝
い
た
い

基
本
ス
タ
ン
ス

現
状
の
イ
メ
ー
ジ
や
課
題

２
.
市
政
に
関
す
る
具
体
的
な
テ
ー
マ
を
用
い
た
手
法
の
検
討
に
つ
い
て

■
意
向
把
握
か
ら
市
民
参
加
（
議
論
）
を
経
て
着
地
点
を
見
出
す
こ
と
を
実
際
に
行
い
、

そ
の
過
程
か
ら
、
今
後
の
「
仕
組
み
づ
く
り
」
の
議
論
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
実
験
を
実
施
。

⑵
実
験
手
法
の
検
討

⑴
実
験
の
概
要
と
題
材
に
つ
い
て

第
３
・
４
回
会
議

・
毎
年
「
成
人
の
日
」
前
後
に
開
催

・
対
象
は
20
歳
を
迎
え
る
方
（
R
6.
1は
17
,9
09
人
）

・
参
加
率
は
全
市
平
均
61
.2
％
（
最
高
は
清
田
区
81
.4
％
）

・
主
催
は
各
区
成
人
式
実
施
委
員
会
（
地
域
の
方
々
で
構
成
）

・
市
が
各
区
に
1
0
0
万
円
の
事
業
費
を
負
担

・
催
事
の
内
容
は
区
に
よ
っ
て
異
な
る

・
会
場
は
実
施
委
員
会
が
確
保

・
毎
年
「
成
人
の
日
」
前
後
に
開
催

・
対
象
は
20
歳
を
迎
え
る
方
（
R
6.
1は
17
,9
09
人
）

・
参
加
率
は
全
市
平
均
61
.2
％
（
最
高
は
清
田
区
81
.4
％
）

・
主
催
は
各
区
成
人
式
実
施
委
員
会
（
地
域
の
方
々
で
構
成
）

・
市
が
各
区
に
1
0
0
万
円
の
事
業
費
を
負
担

・
催
事
の
内
容
は
区
に
よ
っ
て
異
な
る

・
会
場
は
実
施
委
員
会
が
確
保

［
”行
政
目
線
”の
成
人
の
日
行
事
の
イ
メ
ー
ジ
と
課
題
］

実
験
期
間

第
６
回
会
議
以
降

内
容
の
検
討

各
主
体
へ
調
査

❶
題
材
の
課
題
を
共
有

❷
手
順
の
決
定

❸
工
夫
の
ア
イ
デ
ィ
ア

［
成
人
の
日
行
事
（
題
材
）
の
概
要
］

［
実
験
の
概
要
］

❶
課
題
の
抽
出

❷
仕
組
み
づ
く
り
に
生

か
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト

の
検
討

・
約
３
か
月
程
度

・
市
が
主
体
で
実
施

・
内
容
に
よ
っ
て
委
員

の
ご
協
力
も
得
る

結
果
の
分
析

［
手
順
案
］

１
.

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

２
.

調
査
を
基
に
議
論

３
.

結
果
の
分
析

成
人
式
に
関
す
る
調
査

［
対
象
］

・
19
歳
（
無
作
為
）

・
大
学
生

・
実
施
委
員
会

着
地
点
を
見
つ
け
る

［
対
象
］

・
若
者

・
実
施
委
員
会

・
行
政

「
調
査
→
議
論
→
着
地

点
の
見
出
し
」
の
実
験

結
果
か
ら
、
仕
組
み
づ

く
り
の
議
論
に
生
か
す

ポ
イ
ン
ト
を
見
つ
け
る

課
題
や
改
善
点
を
抽
出
し
、
今
後
の
議
論
の
ヒ
ン
ト
を
得
る

令
和
6年
（
20
24
年
）
2月
1日
第
3回
第
5次
市
民
自
治
推
進
会
議

市
民
自
治
推
進
会
議
事
務
局
（
市
民
自
治
推
進
室
）
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さ
っ
ぽ
ろ
圏
ス
マ
ー
ト
ア
プ

リ
【
概
要
】

情
報
発
信
を
始
め
「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」
や
「
ゴ
ミ
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー
」
な
ど
、

様
々
な
機
能
を
使
用
で
き
る
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
。

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
利
用
登
録
を
し
た
方
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
が
実
施
可
能
。

※
a
n
d
ro
id
・
iP
h
o
n
e
対
応

ア
ン
ケ
ー
ト
が
配
信
さ
れ
て
い
る
場
合
、

こ
ち
ら
の
ア
イ
コ
ン
か
ら
回
答
可
能
。

【
メ
リ
ッ
ト
】

・
モ
ニ
タ
ー
制
度
の
よ
う
に
一
定
の
登
録
者
を
確
保
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
。

・
登
録
者
の
生
年
月
日
、
性
別
、
郵
便
番
号
、
都
道
府
県
等
の
情
報
取
得
が
で
き
る
。

・
ポ
イ
ン
ト
付
与
（
※
別
途
費
用
が
必
要
）
が
で
き
る
。

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、

S
M

S
、
ア
プ
リ
ペ
ー
ジ
で
情
報
発
信
が
で
き
る
・

・
使
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
チ
ャ
ッ
ト
で
質
問
が
で
き
る
。

・
新
規
開
発
の
必
要
が
な
い
。

【
デ
メ
リ
ッ
ト
】

・
札
幌
市
民
に
限
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

・
ア
プ
リ
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
心
理
的
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
（
登
録
者
数
確
保
に
課
題
）
。

・
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
者
が
固
定
化
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

・
ア
ン
ケ
ー
ト
に
特
化
し
た
ア
プ
リ
で
は
な
い
。

【
概
要
】

w
e
b
の
ア
ン
ケ
ー
ト
フ
ォ
ー
ム
（
下
記
ス
マ
ー
ト
申
請
等
で
作
成
）
を
作
成
し
、
札
幌
市
公
式
L
IN
E
等
で
情
報
発
信
を
行
う

な
ど
に
よ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
が
実
施
可
能
。

【
メ
リ
ッ
ト
】

・
友
達
登
録
者
数

1
8

.7
万
人
に
情
報
発
信
が
で
き
る
。

・
ア
プ
リ
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
ハ
ー
ド
ル
が
低
い
。

・
既
存
ツ
ー
ル
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
新
規
開
発
の
必
要
が
な
い
（
低
廉
）
。

※
令
和
6
年
1
月
に
こ
の
方
法
で
「
ま
ち
づ
く
り
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
の
基
本
目
標
に
つ
い
て
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

・
別
途
費
用
は
か
か
る
が
、
L
IN
E
と
連
携
す
る
多
く
の
シ
ス
テ
ム
、
ア
プ
リ
と
連
携
す
る
開
発
が
可
能
（
拡
張
性
が
あ
る
）
。

【
デ
メ
リ
ッ
ト
】

・
札
幌
市
民
に
限
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
別
途
費
用
は
か
か
る
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
公
的
個
人
認
証
を
使
え
ば
限
定
可
能
）
。

・
事
前
に
ユ
ー
ザ
ー
情
報
を
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
ア
ン
ケ
ー
ト
で
回
答
者
の
属
性
入
力
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
）
。

・
継
続
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
、
対
象
を
絞
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
等
が
難
し
い
。

札
幌
市
公
式

L
IN

E
 ＋

 ス
マ
ー
ト
申
請

１
. 
今
後
活
用
可
能
な
市
の
ツ
ー
ル
に
つ
い
て

【
資
料
１
】

令
和
6
年
(2
0
2
4
年
)3
月
2
7
日

第
4
回
第
5
次
市
民
自
治
推
進
会
議

デ
ジ
タ
ル
戦
略
推
進
局
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
部

-1
-

13



印
刷
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

【
シ
ス
テ
ム
改
修
の
要
件
】

・
住
基
デ
ー
タ
か
ら
対
象
者
を
抽
出
で
き
る
こ
と
。

・
抽
出
し
た
対
象
者
デ
ー
タ
か
ら
案
内
は
が
き
等
を
作
成
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

・
案
内
は
が
き
に
w
e
b
ア
ン
ケ
ー
ト
フ
ォ
ー
ム
の
Q
R
コ
ー
ド
な
ど
を
印
刷
で
き
る
こ
と
。

・
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
は
2
～
1
0
、
選
択
式
が
メ
イ
ン
で
自
由
記
載
欄
を
設
け
ら
れ
る
こ
と
。

・
回
答
者
の
消
込
が
で
き
る
こ
と
。

・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
考
慮
す
る
こ
と
。

【
改
修
の
参
考
見
積
】

・
初
期
費
用
：
6
9
,0
0
0
千
円

・
運
用
保
守
：
4
5
0
千
円
／
月

※
別
途
、
は
が
き
の
印
刷
費
、
郵
送
費
が
必
要
。

【
メ
リ
ッ
ト
】

・
住
民
登
録
が
あ
る
札
幌
市
民
に
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
デ
ジ
タ
ル
以
外
の
回
答
に
も
対
応
が
可
能
で
あ
る
。

【
デ
メ
リ
ッ
ト
】

・
改
修
費
や
運
用
保
守
費
が
高
い
（
費
用
対
効
果
の
検
証
が
必
要
）
。

１
. 
今
後
活
用
可
能
な
市
の
ツ
ー
ル
に
つ
い
て

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
の
改
修
等
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
ツ
ー
ル
の
開
発

【
資
料
１
】

令
和
6
年
(2
0
2
4
年
)3
月
2
7
日

第
4
回
第
5
次
市
民
自
治
推
進
会
議

デ
ジ
タ
ル
戦
略
推
進
局
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
部

-2
-

14



２
. 
成
人
の
日
行
事
を
題
材
と
し
た
実
験
に
つ
い
て

８
月

９
月

５
月

７
月

６
月

若
者

地
域

会
議

無
作

為
抽

出
ア

ン
ケ

ー
ト

第
５
回
会
議

第
６
回
会
議

第
７
回
会
議

※
１
９
歳
と
大
学
生
へ

報
告

議
論

実
施

報
告

議
論
の
方
法
の
検
討

行
政

そ
の

他
現

役
世

代
等

ア
ン

ケ
ー

ト

※
L
IN
E
等
を
利
用

◆
お
住
ま
い
の
区
、
性
別
、
職
業
、
（
※
大
学
生
の
場
合
は
年
齢
）

①
成
人
の
日
行
事
に
参
加
し
た
い
か
。
（
※
参
加
し
た
か
、
し
な
か
っ
た
か
）

②
参
加
し
た
い
又
は
し
た
く
な
い
と
思
う
理
由
は
何
か
。
（
※
参
加
し
た
、
し
な
か
っ
た
理
由
）

③
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
し
て
い
る
こ
と
を
ど
う
思
う
か
。

④
地
域
か
ら
担
い
手
不
足
等
に
よ
り
運
営
が
厳
し
い
と
の
声
が
あ
る
こ
と
を
ど
う
思
う
か
。

⑤
地
域
か
ら
は
協
賛
金
を
募
る
の
が
困
難
と
の
声
が
あ
る
が
ど
う
思
う
か
。

⑥
行
政
は
こ
れ
以
上
予
算
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
関
し
て
ど
う
思
う
か
。

⑦
現
状
の
成
人
式
の
式
次
第
な
ど
流
れ
や
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
と
そ
れ
に
対
す
る
意
見
。

⑧
成
人
の
日
行
事
を
持
続
可
能
な
形
に
変
え
る
た
め
に
議
論
す
る
こ
と
に
関
し
て
ど
う
思
う
か
。

⑨
議
論
に
参
加
し
た
い
と
思
う
か
。

⑩
議
論
し
た
結
果
に
関
心
が
あ
る
か
。

・
札
幌
市
で
は
、
成
人
の
日
行
事
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
り
、
そ
の
議
論
の
参
考
と
す
る
た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

・
 ア

ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結
果
を
基
に
若
者
、
地
域
、
行
政
の
三
者
に
よ
る
対
話
も
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、
そ
の
議
論
に
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
方
も
募
り
ま
す
。

・
 ま

た
、
後
日
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
議
論
の
結
果
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
対
す
る
追
加
の
意
識
調
査
も
行
う
予
定
で
す
の
で
、
そ
の
際
も
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

①
実
施
す
る
側
の
や
り
が
い
は
。

②
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
負
担
や
障
壁
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
る
か
。

③
今
後
も
地
域
が
行
事
を
実
施
し
て
い
く
と
し
た
場
合
に
市
へ
要
望
す
る
こ
と
は
。

④
こ
れ
か
ら
も
成
人
の
日
行
事
は
あ
っ
た
ほ
う
が
良
い
と
思
う
か
。

趣
旨

説
明

ア
ン

ケ
ー

ト
（

第
1
回

）
及

び
意

見
交

換

若
者

へ
の

質
問

事
項

１
９

歳
の

市
民

３
千

人
と

大
学

生
へ

調
査

（
紙

・
オ

ン
ラ

イ
ン

併
用

）

地
域

へ
の

質
問

事
項

行
政

か
ら

地
域

へ
区

毎
に

調
査

（
意

見
交

換
）

そ
の

他
現

役
世

代
等

へ
の

質
問

事
項

L
I

N
E
等

を
利

用
し

て
調

査

◆
お
住
ま
い
の
区
、
性
別
、
職
業
、
年
齢

①
～
⑧
程
度

若
者
と
地
域
へ
の
質
問
事
項
の
内
容
か
ら
組
み
合
わ
せ

・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
活
用

・
熟
議
の
手
法

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

な
ど
を
用
い
て
、
若
者
、
地

域
、
行
政
に
よ
る
議
論
を
実

施

集
計
・
分
析

大
学
を
通
じ
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
議
論

行
政

と
の

意
見

交
換

集
計
・
分
析

庁
内
で
の
議
論
・
地
域
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

【
資
料
２
】

令
和
6
年
(2
0
2
4
年
)3
月
2
7
日

第
4
回
第
5
次
市
民
自
治
推
進
会
議

市
民
自
治
推
進
会
議
事
務
局
（
市
民
自
治
推
進
室
） -3
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